
「火」の扱いが命取り！
楽しい「日」はあなたの注意に掛かってます！

祭りに花火、屋台にキャンプ！

最高の夏を過ごすニャン！



２０１３年 福知山花火大会火災から学ぶ

その事故は、ほんの一瞬で起きました。

屋台の発電機へ給油中、

気化したガソリンに引火

爆発的に燃焼し、５７名が死傷しました。

夏の楽しいイベントは常に危険と隣り合わせ、
「少しくらい大丈夫」が重大事故につながります。

引用元：日本経済新聞社 2013年8月15日日経電子版



夏の風物詩「花火」を楽しむために

花火を安全に遊ぶポイント

１.風の強いときは花火をしない

２.近くに燃えやすいものがなく、広い場所を選ぶ

３.水バケツを用意し、使った花火は必ず水につける



キャンプ・アウトドアでの火災を防ぐ

火の取り扱いに注意する

１.焚火の近くに可燃物を置かない

2.就寝前や撤去前は完全消火を確認

3.乾燥時や強風時は、火の粉が飛び、火災につながります



ガスコンロ・発電機の安全管理

１.ガスボンベを直射日光に当てない

２.接続部のガス漏れを確認

３.発電機への給油は停止後に実施

４.カセットコンロに対して大きすぎる鍋や鉄板は使用しない

キャンプ・アウトドアでの火災を防ぐ



一人ひとりの心掛けが
夏の事故を防ぎます

みんなで楽しい夏休みを過ごすニャン！

東京消防庁ＨＰでは、
夏の事故・災害に関する情報を紹介しています

東京消防庁公式アプリでは
防災に関する様々な情報を発信しています


